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の 5 ないし 6 の因子が確認されました。また，育児不安得点
の妥当性と，各因子の信頼性についても確認されました。こ
の成果は，論文「育児不安尺度の作成に関する研究　その 1
― 4 ・ 5 か月児，および，10・11か月児の母親用モデル―」
と「育児不安尺度の作成に関する研究　その 2 ― 1 歳半児，
および， 2 歳児の母親用モデル―」として日本小児保健協会
の機関誌「小児保健研究」Vol 75, No5, 2013に掲載されまし
た。
②　 3 ・ 4 歳児を育てている母親用育児不安尺度を作成す
るための調査を実施しました。
調査方法として，まず 3 歳児健康診査（以下 3 歳児健診）
の場で，資料を集める方法をとりました。川崎市の三か所の
保健福祉センターの協力を得て， 3 歳児健診の場で調査用紙





た。調査期間は 5 ～ 7 月でした。630配布し413が回収されま
した（回収率65．5％）。ただ該当する年齢を超えていたもの
を除外したので，分析対象は367（回収率58．2％）でした。















した。その結果， 3 歳児の母親用と 4 歳児の母親用の育児不
安尺度が作成され，妥当性が検証されました。また因子内の
内的整合性も確認されました。この成果は，論文「育児不安
尺度の作成に関する研究　その 3 ― 3 歳児，および， 4 歳児
の母親用モデル―」として日本小児保健協会の機関誌「小児
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いただくことができました。所長に話を通して， 5 ～ 7 月
は，毎週のように保健福祉センターの 3 歳児健診に出かけ
て，母親たちに調査用紙を手渡していました。そんなとき
は，昔から知っている保健師さんが助けてくれました。いわ
ば母性的な雰囲気の中に抱かれて配布作業をしていたことに
なります。
そんな配布作業をしていたとき，30年前に保健所で一緒に
事業にかかわった保健師に再会することもありました。そん
なとき，「吉田さんは小児保健にずっとかかわっている」と
言われて，大変うれしく思いました。私の心理職としての仕
事の始まりは保健所であり，それも20代半ば頃でしたので，
かれこれ35年が経ったことになりますが，そのような時間の
流れのなかで養ってきた人間関係について，改めて感じまし
た。
さらに， 4 歳児の母親の資料を集めるために，保育園や幼
稚園にも調査をお願いしました。その時，協力してくださる
園の園長を紹介してくださったのが，大阪で幼稚園・保育園
を幅広く経営されており，全日本私立幼稚園連合会の役員を
されている先生でした。この方とは，私が役員をしている日
本臨床心理士会の研修会で，何度も講師をお願いした先生で
した。この先生に園のご紹介をお願いしたところ，関東地方
の園を紹介してくださりました。
今回驚いたのは，上記の幼稚園の他に，40年近く付き合っ
ている知り合いから幼稚園を紹介していただき訪問したので
すが，その園の園長先生のご親族の方が，私が30年以上お付
き合いをしている小児科医の奥さんだったことです。「この
辺で開業している古くからよく知っている小児科の医者がお
いでになるのだが」とぽつりとその園長に話したら，「よく
知っている」と言われたのです。それが，私の友人でした。
お互いにびっくりして，早速その小児科のクリニックに案内
していただき旧交を温めました。
このように，いろいろな人に助けられ，また出会って，今
回の国内研究は充実して過ごせたのですが，最初に述べたよ
うに，人の「縁」をつくづく感じた 1 年でした。
おわりに
今回の長期国内研究の間に還暦を迎えました。大学人とし
ての生活も残すところ10年となりました。そんなわけで，昨
年の長期国内研究の期間は，定年後の人生を考えるチャンス
にもなりました。10年後の定年退職を考えて，研究室にあっ
た要らない本をだいぶ処分しました。また，読み終わった資
料は大学の図書館にお返ししました。おかげで，研究室はち
ょっとさっぱりしました。また，大学を辞めた後の時間の過
ごし方や居場所について考えるよい機会でもありました。実
は，家にいても居場所がないことを発見したのです。本当に
仕事を辞めた後，家にいると居場所がないのだと，先のこと
が心配になってしまいました。これも，研究作業に勝るとも
劣らないほど貴重な体験でした。これからの10年，家の中で
の居場所作りも考えて，健康に気をつけて過ごそうと思って
おります。
研究活動だけでなく，人との縁について，また，自分の居
場所について考えるよい機会として長期国内研究期間を使わ
せていただきました。このような機会を与えていただいた大
学と心理学科の同僚に感謝します。
　
